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１０月 8 日の「ＪＡＭＣＡおおい

た」に向けての最初の合同練習が、

5 月１３日～１４日の両日、別府市

中央公民館で開催され、フルトンか

らも荒川さんと私（小島）の 2 名が

参加しました。 
 ８日の午前１０時前に南宮崎駅

で合流した私と荒川さんは、新緑が

まぶしい日豊線をにちりん１０号

で北上、午後１時過ぎには別府に到

着しました。そこで荒川さんと別行

動で私は駅構内で昼食後、徒歩５分

でホテルへ直行。荷物を預けて練習

会場の別府市中央公民館へ向かい

ました。 

 
 
この会場は昭和３（1928）年に建

設された歴史のあるもので、その後

改築されたものの昭和の激動期を

髣髴とさせる風情がありました。 
歩いて５分ほどで会場へ到着、既

に大分南蛮コールのメンバーは須

賀先生より「典礼聖歌」の練習を受 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
けていて、終了間際でした。 
 ３時から行われた「心の四季」の

練習には「男声合唱団熊本デメーテ

ル」や「滋賀男声合唱団」のメンバ 
ーも合流して開催しました。練習は

指導を受ける私たちは客席に座っ

て歌い、須賀先生はステージの前に

立って指導をされました。ユーモア

と情熱溢れる真剣な指導でしたが、

須賀先生の指導は「ここまでは許せ

るが、ここから先は絶対に私の言う

ことを聞いてもらうぞ」というもの

で、参加したメンバー全員をその魅

力で圧倒していきます。 
 始めに組曲の最初から最後まで

６曲通して歌い、その後１曲ごとに

区切って練習をしました。須賀先生

のご指導は曲の詩の意味を深く理

解して演奏しないと、いい演奏には

ならないということを何度も言わ

れました。また歌い方によっては日

本語にならないような歌に聞こえ

てしまうので、この点にも注意する

ようにとのご指導でした。この合同

練習には、男声合唱団熊本デメーテ

ルから１２名と、滋賀男声合唱団か

ら８名が、鹿児島楠声会男声合唱団

からも１名が参加して、賑わいを見

せてくれました。熊本デメーテルに

は１４年前までフルトンに所属し

ていた日高さんもおられて、懐かし 

 
い対面をしました。５時過ぎにはＪ

ＡＭＣＡの川瀬事務局長も練習会

場に到着し、温かい目で練習を見守

ってくれていました。 
 練習後ホテルに戻ると、部屋の冷

蔵庫には麻生実行委員長の計らい

で缶ビールがびっしりと詰め込ま

れていて、早速食前酒として頂きま

した。せっかくだからとホテルの大

浴場で温泉に浸かり、その後宴会が

催されました。会場のテーブルには

大分名物の焼酎や魚などのグルメ

がずらりと並んでいて、どれから手

をつけようかと迷ったくらいです。 
 

 
 最初に須賀先生が挨拶をされ、

「宮崎での練習には焼酎川越と地

鶏が楽しみだし、熊本での練習では

球磨焼酎と馬刺しを楽しみにして

いる」と発言されました。川瀬事務

局長は「是非九州で演奏会を開催し

たかったところ、南蛮コールからお

話があって大変良かったと思って

います。全国の合唱団との連携をさ

らに深めていい演奏会になること

を祈っています」とのお話をされま

した。 

 
 

参加した団体はそれぞれ挨拶をす

ることになり、熊本デメーテルは

「田原坂」を披露、滋賀男声合唱団

は「琵琶湖周航歌」を演奏しました。 
フルトン男声合唱団は２名でした 
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ので歌うわけにもいかず、来年の４ 
０周年記念の演奏会には、多田武彦

先生に組曲を委嘱して初演の予定

があることをお知らせしました。宴

席の最後に全員で「いざ起て戦人」

を合唱して１次会を終わりました。  
宴会終了後も南蛮コールの幹事

さんの部屋では須賀先生や川瀬事

務局長、「ＪＡＭＣＡおおいた」の

麻生実行委員長、同席した滋賀男声

合唱団の方々とも親しくお話をし、

焼酎飲み放題で遅くまで大変幸せ

なひと時を過ごしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２日目は１０時から行われまし 
たが、須賀先生の練習は初日以上に

情熱を傾けた指導でした。途中、息

抜きと高田三郎の精神を学ぶとい

う意味で、典礼聖歌の中から「いつ

くしみと愛」を取り入れて合唱しま

した。この曲は斉唱部分を歌うのに

歌詞を合わせる訓練になるので、

時々採用される歌だとの説明をさ

れました。練習の最後に須賀先生は

「大分のメンバーは、今後行われる

宮崎や熊本の練習にも極力参加し

て下さい」と言われました。 

市民文化ホール 

開館１０年記念コンサート 

第１回合同練習 
宮崎市民文化ホールが今年で開

館１０周年を迎えるということで、

１２月３日（日）に宮崎市民文化ホ

ールで記念コンサートが開催され

ます。その第１回合同練習が、６月

１７日（土）午後２時から、宮崎市

民文化ホール「イベントホール」で、

「ふるさとの四季」の編曲者の源田

俊一郎先生ご自身による指導で行

われました。 

 最初に宮崎市の子守歌を全曲聞

かれて「こんなに形の無いものをふ

るさと創生資金で作って、長年続い

ているというのはとても素晴らし

いことです。私も町田市（東京都）

に住んでいて、町田市の歌を公募し

たときに母親の詩を私が作曲して

採用され賞金を頂きましたが、その

後歌われなくなってしまい残念で

す」というお話でした。 

 この日は記念コンサートに参加

する宮崎市合唱協会所属の団体（フ

ルトン男声合唱団・みやざきはまゆ

うコーラス・キッズハーモニー・宮

崎混声合唱団など）が集まって練習

をしましたが、それぞれが男声合唱

版や女声合唱版、混声合唱版の楽譜

を持ち寄って、それぞれの楽譜で練

習をしました。源田俊一郎先生は

「ふるさとの四季」を編曲された本

人ということもあって「こういう合

唱を総合合唱といいますが、せっか

くピアノ伴奏も同じで演奏できる

のだから、こういう合唱もあってい

いのではないでしょうか。今回の演

奏会では一部を女声だけとか男声

だけや子供たちだけで歌ってみよ

うと思います」と言われて、練習し

ました。 

 先生のお話では、この楽譜はいろ

いろな版があるが現在までに全部

で３５万部売れているということ

で、もしかしたら合唱曲としての楽

譜では日本ではベートーベンの「第

九交響曲」と並ぶほどのトップの売

れ行きではないかと思われます。 

 源田先生のご指導は終始にこや

かな笑顔で、９月１７日（日）の第

２回目の練習と１２月の本番が楽

しみになってきました。 
＊ 初版では町田市を神奈川県と記載し

てありましたが東京都の誤りです。 

＊ 初版の１０万部は３５万部の誤り。 
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「Portrait de Famile」 
  （家族の肖像画） 

多田先生から楽譜届く 
フルトンメーリングリストより 

６月６日  甲斐 
多田先生からお願いしていた委

嘱作品の楽譜（原譜）が一昨日の日

曜日に届きました。 
曲名「Portrait de Famile」 
（家族の肖像画） 
年明けの１月末に多田先生とお

会いし、来年の「４０周年記念」に

向けての企画に委嘱作品をお願い

したい旨のお話しをしてから完成

までアッという間の出来事でした。 
多田先生に気持ちよくお引き受

けいただいた後、地元宮崎に「南邦

和さん」という素晴らしい詩人との

ご縁を持っていたことにも恵まれ、

多田先生が早速南先生の作品の中

から「家族の愛情」をテーマにした

詩６編を選んでいただき、その後す

ぐに作曲に取り掛かられて３ヶ月

も経たないうちに見事に完成して

参りました。 
途中、多田先生とは１０数回お電

話でお話しをしながら詳細の打ち

合わせを進めて参りましたが、今回

も多田先生には、５年前の「フルト

ン団歌」をお願いした時と同じよう

に私達の希望を全て受け入れてい

ただきました。 
特に今回の委嘱作品については、

多田先生に対して「フルトンの技術

的なレベルを一考して作曲してい

ただきたい」という何とも失礼な条

件を付けてのお願いであったので、

自分でお願いしていながら本当に

申し訳ないことであったと反省し

ています。いや、本当は出来上がっ

てきた楽譜を見て、厚かましいお願

いをしていてよかったと胸を撫で

下ろしているところなんです。フル

トンのメンバーの多くが６０歳を

越えている現在、みなさんの家族

（妻・子供・孫）に対する想いはそ

れぞれ違うかもしれませんが、何と

いっても愛情を抜きにしては考え

られないと思います。この作品はそ

んな家族への想いがいっぱい詰ま

った素晴らしい男声合唱曲になっ

ています。みなさんに楽譜をお配り

できるのは、「メロス楽譜」から印

刷、製本したものが届いてからにな

りますので７月末になります。今し

ばらくお待ちください。 
気持ちの上では１日も早く譜面

を音にして歌ってみたいのが山々

ですが、何分にもこれから「合唱祭」

「童謡の日」「ＪＡＭＣＡ大分」そ

して「日韓ジョイント」「市文ホー

ル開館１０周年記念」と続きます。

通常の練習時間に組み込んでいく

には、みなさん相当の自習努力が必

要になると思います。 
 
６月７日  立山 
楽譜が届きましたへの返信 
甲斐さん、ほんとにありがと

う・・・。多田先生とこれだけ密な

コンタクトをとって、４０周年記念

演奏会の「目玉」が出来上がったと

は・・・・・。フルトンさん（大古

殿宗三）が聞いたら、墓石が揺らぐ

ほどの喜びではないかと思います。

私は、古いメンバー（途中、多少空

白はありますが・・・・）ですので、

心地よいアルコール香りのただよ

わせながら、フルトンさんの喜ぶ姿

が目に浮かびます。フルトンさんと

祝杯を挙げながら喜び合いたいと

思います。あとは、どのように仕上

げるか・・・ですが・・・？？？ 
み ん な で が ん ば り ま し よ

う！！！皆さん！！本邦初演の、こ

の多田節を歴史に残る最高の音楽

に仕上げましょう・・・！！！ 
 

須賀先生による 
「心の四季」指導 
５月１３～１４日 別府中央公民館 

この部分は是非、楽譜を見ながら読み

必要な場合は書き込みもして下さい 
はじめに（全員が客席に座って練習、

一部の人だけが立って歌いました） 
 髙田先生の初期は器楽曲が多く、合

唱曲は単発的な小品はありましたけ

ど、本格的な合唱曲は合唱コンクール

の課題曲で「風」という男声合唱曲で、

評判が良かった。 
皆さんに知られているところでは、

芸術祭賞を受賞した「私の願い」の後

で発表した「水のいのち」が大ヒット、

三つめがこの「心の四季」で、今から

約４０年前の作品になります。最初は

混声合唱曲でしたが、山形西高校の依

頼で女声合唱に編曲されました。その

当時は日本に男声合唱団がなかった

わけではないが、ほとんどが学生合唱

団で髙田三郎も男声合唱曲にするつ

もりはなかったようです。２００２年

に東海メールクワィアーが東京で髙

田三郎の曲だけで演奏会を開くため

男声合唱への編曲を都築会長から依

頼をうけ、私が作ったものです。女声

合唱で歌うと口先だけでも歌えるの

で何となくつまらないが、男声が歌う

ことですごくぶ厚い響きが出来る。 
１． 風が 
 最初に楽譜の最後のページにある

歌詞を見ましょう。 
 歌詞の棒線のあとにある「人は見え

ない時間に吹かれている」、「人は見

えない時間にみがかれている」、「私

は見えない時間につつまれている」の

部分が作詞家は一番訴えたい部分で

はないかと思うので、その部分を特に

心をこめて歌っていただきたい。三番

の「・・・・・」には最初の詩には「人

は見えない時間に洗われている」とい

う歌詞がついていましたが、合唱曲で

はこうなっています。 
 最初のピアノ伴奏は単なる分散和

音に見えるが、合唱のテーマがちゃん

と歌われていることに心を留めてく

ださい。８小節目の前の「はる」はピ

アニッシモで始まるのだから、「Ｈ」

音を効かせて、母音をあまり出さない

ようにする。次の「が」はきれいな鼻

濁音で、丁寧に歌う。 
 皆さんがご存知の５月の季節の言

葉の中に「春色ようやく衰えて」とい

うのがありますが、詩人はこのことを

「弱まってくる」という表現をしてい

る。そういう季節感を頭に入れて歌っ

たほうがいいと思います。「人は」の

「は」は４部音符の長さの８~９割で

歌い終わるようにすれば、デミュニエ

ンドが効く。 
 ２１小節目の最後にあるメゾフォ

ルテは混声合唱版をそのまま男声に

したのでこうなっているが、男声の場

合はトップテナーとバリトンはメゾ

ピアノで始めて、２４小節目の「ほほ

を」でメゾフォルテに持っていくよう

にしてください。日本語では「ほお」

になりますが、ここでは「ほほ」です

ね。 
 「ぶどう」の「ど」は音が高くなっ

ていますが、「ど」が大きくなると「武

道」になってしまいます。また、この

「ぶどう」は巨峰などの大きな葡萄で

はなくて、普通の小さい葡萄にしてく

ださい。 
 バスの「うちーに ゆかーしい」の

音が高くなるところは、逃げないでし

っかりと歌ってください。 
 ３３小節目の「えー」はユニゾンに

なっていますので、大きくならないよ

うに注意してください。次の「人は」
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の「は」も松葉がついていますので、

８割の長さで押さえる。また、１回目

はピアノで２回目はメゾピアノにな

っていますので、１回目より少し大き

めで歌いましょう。トップとバリトン

の「時間に 磨かれている」の部分は、

セカンドとバスのメロディが透けて

見えるようにスタッカート気味で歌

うといいでしょう。 
「雨が」のところのバスのｍ―――

はダブルベースのピッチカートのイ

メージですが、ハミングだと聞こえな

いので、皆さんが「これが弦楽のピッ

チカートだ」という歌詞で歌ってくだ

さい。みんなが一緒になるといやらし

くなるので、どう歌うかは皆さんにお

任せしますが、リズムには気をつけて。

バスの４８小節目から４９小節目の

８部音符にはスタッカートのマーク

がないのも大事です。しっかりとピア

ノからクレッシェンドをつけて歌っ

てください。メロディーパートのテン

ポがゆれますから、それに合わせて。 
 ５８小節目の「ゆきが すべてを」

の「ゆ」はこもった声で歌う。「が」

は落として、「すべて」は丁寧に歌う。

九州の「ガス」にならないように十分

注意をして歌うこと。「ふゆが」の

「が」も丁寧に、こういう「が」を粗

末に歌う人のことを「我を張る」と言

いますよ。「よごれ」の「よ」は「ｉ

ｙｏ」と歌うときれいになります。

「汚れを包もうと また雪が降る」の

所はノンブレスで歌うこと。 
 最後の「る」はユニゾンになってい

ますが、ピアノに戻っているから気を

つけて歌うこと。「わたしは」はゆっ

くりと松葉に気をつけて、そこから

徐々にテンポを遅くして最後のＰＰ

Ｐまで持っていくように。 
  
２． みずすまし 
 この歌は一人の私とみずすましと

の対話だと思ってください。ご一行

（団体）でみずすましを観察している

わけではない。この池は決して大きな

湖ではなく、小さな池です。 
 「いってきの」は「いーってきの」

です。「すいぎん」の「ぎ」は鼻濁音

で丁寧に。「ような」の「よ」は「ｉ

ｙｏ」で。単語のはじめの「いってき」

「すいぎん」「みずすまし」「やや」

「おもく」「みずの」「おもてを」「く

ぼませて」は、はっきりと丁寧に、後

は全てデミュニエンドで。「水銀のよ

うな」の「ような」でデミュニエンド、

「な」は聞こえない位に。 
「みずすまし」の「し」はしっかりと

伸ばして。 

髙田三郎の最後の組曲で「マリアの

歌」という曲がありますが、それを東

京の合唱団が練習しているときに本

人は亡くなる直前ですから自分で振

るのではなくて横に座って「ああだ 

こうだ」と言って注意するのですが、

年も考えずに先生は大きな声で怒り

出すのです。そのときの指導で「四分

音符があってその次に休止符があっ

たら最後まで伸ばすんだ。それが音楽

の約束だ。てめえら何十年歌を歌って

るんだ、そんなことも知らんのかぁ」、

そして指揮者に向かって「おまえはそ

れを教えてないのか、馬鹿やろう」と

言っていました。 
７~８小節目のトップのハミングは

良く響かせて、そうしないと聞こえな

いので和音にならない。「暗示的なこ

と」はデミュニエンドで、少しブレー

キを掛けますので指揮をよく見て」。

ことばのはじめの「あれは」「あんじ

てきな」「うくだけでなく」「もぐる

こと」はテヌート気味に、たっぷりと。

「もぐーること」はたっぷりテヌート

をかけて歌います。 
 「日常という名の水の表に生きてい

る」のところの「生きている」は怒り

をこめて。バスの「だが」は、はっき

りと否定の心を込めて歌う。 
 ２７・２８小節目のセカンドとバリ

トンのハミングは２小節のあいだに

クレッシェンド、デクレッシェンドを

効かせて。３１・３２小節目、３５・

３６小節目のハミングも同じ。バスの

「出会うはず」はリット気味に。「つ

ぶらな かれんな みずすまし」の

「つ」「か」「み」はテヌート気味に、

その後はデミュニエンドで「な」はは

っきりと落として。 
 ４６小節目の「何と読むのか」はメ

ゾフォルテのままで、落とさないで歌

ってください。  「みずすまし」「あ

なたが」「しぬと」「みずはその」は全

て単語の中でデミュニエンド、５１小

節目の「と」もはっきりと音を落とし

て。「力を」は少しはっきりと、「ゆる

め」はやわらかく。「静かな 静かな」

は丁寧に。５７小節目の「みなそこへ」

の「な」は丁寧にたっぷり、ゆっくり

と歌います。５９小節目の「やさしさ」

は人間的なやさしさを出してやさし

く、「や」は長めに丁寧に。女声には

出来ない「男のやさしさ」を表現して

ください。「やさしさ」の「さ」で投

げない、やさしい心が離れてしまわな

いように歌い終わりまで丁寧に。 
 「それは」の「は」と書いてあると

ころで「ｗａ」と言ったのでは遅い、

「れ」の最後のところで「ｗ」を入れ

る、そうすると音量を落とさずに「わ」

と言えるんです。 
 「みずすましには」の「は」も丁寧

に、「わ」とはっきり聞こえてしまう

と変な日本語になってしまう。今の若

者が使っている「それはぁー」「それ

でぇー」と同じレベルになってしまう。

６１小節目の「い」も８部音符ですよ、

長く伸ばさない。この後はゆっくりゆ

っくり丁寧に。 
  
５．愛そして風 
 この曲はフレーズが変わるたびに

「揺れる、ア・テンポ」「揺れる、ア・

テンポ」という風に、いつも揺れなが

ら元のテンポに戻るように歌ってい

きます。 
 「ざわめいて」の「て」はそっと短

めに歌い、バスの「ざわめいてー」の

「てー」はやさしく忍び寄るように色

気のある声でそっと歌って欲しい。 
 １４小節目の「かぜにふかれて」の

「かぜ」は、愛の風であって、暴風で

はありませんので、「ぜ」に入るとこ

ろはもっともっとやさしく。「に」の

発音は、舌を前にはじくのではなくて、

下にそっと落とすように。 
 テヌート記号は作曲家によって意

味合いが違い、三善晃のテヌートは一

番弱い意味でのアクセント、私の前の

師匠であった磯部俶の場合はリテヌ

ート、高田三郎の場合はノンレガート、

ということです。従って「ふかれて」

「そよぐ」のところにあるテヌートは

本来のテヌートではありませんから、

そのつもりで歌ってください。それと

ここにある「ふかれて」の「れ」と、

「そよぐ」の「よ」は軽いアクセント

を付けて、レガートに歌います。 
 バスの１９小節目、「かぜが」の「ぜ

が」はちょっと違ったハーモニーにな

っていますので、丁寧に歌ってくださ

い。「しずまる」の「ずま」も一つず

つ切って歌うように。 
 トップの「ひとだけが」はすぐあと

の「過ぎた昔」につながりますので、

そこで一服などしないで。最後の「お

もいでを」はソレーレレシドが主旋律

になりますので、バリトン・トップ・

セカンドと変わります。そのことをち

ゃんと頭に入れて歌いましょう。 
  
６．雪の日に 

 ４・６・８・１０小節目のバリトン

は遅れて旋律を歌っていますが、そこ

で他のパートはしっかり伸ばして歌

ってあげて下さい。決してバリトンを

孤独の世界で歌わせないように。 
それからこの雪は激しく降って欲
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しいんですね、降ったり止んだり降っ

たり止んだりでは困るんです。沖縄男

声と演奏したときには「私たちは雪を

知りません」と言われたので、それな

ら台風でいこうと言ったことがあり

ます。ここでは強い雨風が続いている

台風のイメージで歌いましょう。 
 「信じられている雪は」はメゾピア

ノくらいで入って、１２小節目の「せ

つない」の「つー」でクレッシェンド

が欲しいのですが、それを出すには２

拍目でクレッシェンドをするとそれ

らしく聞こえます。大きなお金を出す

のに、小銭から出していって最後に１

万円札を出すよりは最初から１万円

札を見せたほうが金持ちに見えるで

しょう。その歌い方の方がここでは効

果的でしょう。 
 １４小節目のバスで、「などーあろ

ー ど」のところはそのままオクター

ブ上で歌ってもいいです。どうしても

出ない人や自信のない人は下でも構

いませんが、その方が自然な歌になる

でしょう。「どこに」の「こ」で元に

戻って歌えばいいと思います。 
 １６小節目のテナーで「ゆきなどあ

ろう」の「ろう」は最初は少し小さめ

で入って、１７小節目からクレッシェ

ンドを開始します。次の「ふりつづけ

る」のところでブレスをしないで、そ

のまま「ふりつづける」でフォルテッ

シモに持っていくつもりで。セカンド

が旋律なのですが、そこのところはバ

リトンがセカンドと同じ音でしっか

り歌ってくれますので遠慮しないで

どんどん歌ってください。ここのとこ

ろはみんなを圧倒するくらいのつも

りで、トランペットを３本用意するく

らいのつもりで。 
 ２４小節目からのテナーはダブル

カルテットぐらいで歌ったほうが効

果が出るのでそうしますが、今は誰が

うたうことになるか分からないので

みんな歌えるようにしておいてくだ

さい。ここでのピアノ伴奏はダイアモ

ンドダストを表現しています。 
４４小節の「かくすのだ」はフォルテ

ッシモまでクレッシェンドで、テヌー

トして。 
 ５２小節目の「負えなく」の前でブ

レスをすると、言葉がつながらなくな

ってしまうので申し訳ないけれども

ここはノンブレスでお願いします。カ

ンニングブレスでもいいからとにか

く「手に負えない」という言葉になる

ように、ノンブレスで行きます。 
 ５５小節目からメゾピアノになっ

ていますがこれは強めのメゾフォル

テで下さい。私たちのようなアマチュ

アでは５小節をかけてメゾピアノか

らピアニッシモになっていくのでは

無理ですから強めで入って消えてい

くように歌いましょう。それからピア

ニッシモで消えていくんですけれど

も、これは雪を降り止ませるのではな

く夜に入ったという感じ方が良いの

ではないかと思います。 
 ６１小節目から始まるピアノのＦ

音は、シンシンと降る雪を表現してい

る歌舞伎の「雪太鼓」の効果音を表し

ています。 
  
７．真昼の星 
 この真昼の星という歌詞は瑞々し

い歌詞です。５９ページのフレーズの

最後には全部松葉が付いていますの

で、特に気をつけて。３小節目の「ほ

しは」の「しは」が「皺だらけの皺」

になってしまいます。 
 髙田三郎の曲というのは、ほとんど

がアウフタクトになっています。それ

は何故かというとソレム修道院で神

父からグレゴリオ聖歌の指導を受け

て、日本に帰ってきて国立音大で２０

年くらいグレゴリオ聖歌の講座を持

っており、かなり名物の講義だったら

しいです。また当時、東京の初台教会

で十何年間かグレゴリオ聖歌のオル

ガンを弾いていました。このときに先

生は「音楽はドイツやイギリスの音楽

のような強弱・強弱というものばかり

ではないんだ」ということに気づいた

のです。「アレルヤ」と歌う場合でも

アウフタクトで歌いはじめるのが本

当です。ブラームスの第１交響曲でも

出だしはアウフタクトになっていま

すが、小節の一拍目が強いわけではな

く、その前の音をたっぷりと歌うよう

になっています。 
 そして髙田三郎は、日本の歌を作曲

するのにはこのアウフタクトで歌う

のが一番いいと感じたのです。日本人

はこのアウフタクトの感覚をもとも

と持っている。日本の民謡もほとんど

がアウフタクトになっているでしょ

う。小節の頭から歌い始める民謡はほ

とんどありません。明治時代に入って

きた讃美歌に「神のみ子は」というの

があります。もともとの曲はアウフタ

クトではなかったのですが、当時の日

本の訳者は日本語の歌詞をつけると

きにそれをアウフタクトで日本に紹

介したんです。そういうリズム感が日

本人にはあってその感覚をフルに使

って作曲しているのが髙田三郎なの

です。 
 「ひかえめな そぼくな ほしは 

まひるの そらの」の「か」「ぼ」「し」

「ひ」「ら」にアクセントをつけて歌

ってしまうのは、皆さんが生まれてこ

の方何十年も強弱・強弱と歌う癖がつ

いているからです。そうではなくて、

音楽の詩の持っている言葉をもっと

重視して歌ってください。アウフタク

トの所を浮き上がるように歌ってく

ださい。浮き上がるというのはどうい

うことかといいますと、ゴム鞠を突く

ときに一番上に上がっているときが

アウフタクトで、一番下に行っている

ときが強拍のところになるというこ

とです。フィギュアスケートの浅田真

央ちゃんが４回転ジャンプをすると

きに、飛び上がるときがアウフタクト

で、着氷するときが強拍です。着氷す

るときはものすごい衝撃があるはず

なのですが、それを後方にものすごい

スピードで滑走しながら足首や膝を

使って衝撃を吸収していますね。そう

いう風に歌って欲しいのです。 
 「ひかえめな そぼくな」の「な」

は小学校のときに音楽室の黒板の上

などに貼って 
あった「あいうえお」の「あ」のとき

のように大きな口を前に開けないで

歌ってください。それから「ひかえめ

な」の次でブレスをしないように。 
 「はにかみがちな きれいな」の

「な」も決して口を開けずに、こもっ

た感じでそっと歌うように、聞こえな

くてもいい位で。「き」は口を横に開

けないで、口を尖らせるように。「み

せまいとして」の「い」に力が入って

いるから気をつけて。 
 「つつもうとして」から後は決して

クレッシェンドしない。そして「かが

やきを」のところにあるピアノの三連

音符から先はそれに乗って、ピアノの

右手が三連音符を歌っている間ずっ

とインテンポで行きます。「つつもう

とする」の後にある８分休符のために

次の「ほ」が遅れがちになる。「る」

を小さくまとめてブレスで遅れない

ようにしてください。「きらめいてい

る」はどうしても大きく歌いたくなる

でしょうけど、最後までピアニッシモ

ですよ。２０小節目からはゆっくりと

リットしていきます。 
  
最後に全員がステージに上がって、全

曲を練習。その後の先生の話。 
 下手くそ、こりゃあまだまだだな。 
  詩の意味をよく理解して歌うよう

にしてください。 
 私の友人で早稲田グリーの後輩が、

バリトン歌手になるつもりでドイツ

に留学したときの話ですが、ドイツの

歌を有名な先生に見てもらうのに最
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初は歌詞だけをしっかりと読まされ

る。次に声に出して朗読する。さらに

もう一度朗読をする。４回目は先生が

弾くピアノと一緒にリズムを合わせ

ながら朗読し、５回目になって始めて

声を出して歌を歌うことができ、レッ

スンはそれで終わりということでし

た。詩の意味を深く理解し、自然な発

音や言葉の抑揚ができるようにする

ことで、作曲家・作詞家の意志を自分

のものにするということがとても大

事です。 
（南蛮コールの麻生さんを通じて、東海

メールの鈴木順さんに校正をお願いし

ています） 
 
フルトンメーリングリストより 
５月１３日  藤崎 
国際音楽祭：ダフニスとクロエを聴

いて 
出演されましたフルトンの７名

様 ご苦労様でした。素晴らしい演

奏でした。何回もブラボーが出てし

まいました。聴衆の中にフルトンの

メンバー何人か見かけましたが、同

じ思いと思います。管弦楽でこんな

に感激したのは久し振りです。聴い

て感激したのですから、出演の皆さ

んは何倍かいい思いをされたこと

でしょう。合唱が管弦楽に溶け込ん

で、男声は特に二期会助けもあり女

声もよかったですよ。若い人の声は

いいですね。来年音楽祭で合唱付き

があれば 歌いたい。 
 
５月１６日  立山 
藤崎さんの投稿への返信 
藤崎さん、応援、ありがとうござ

いました。心強かったです。また出

演の皆さん方、短い練習期間でした

が、よく頑張っていただきました。

感謝いたします。青木館長・大野副

館長からも、ご丁重な御礼の手紙が

来ていましたので、お知らせしてお

きます。デュトワさんもご機嫌だっ

たそうです。デュトワさんは勿論の

こと、岩村氏の合唱指導および二期

会男声と一緒に歌えたことは、素晴

らしい経験になりました。（冥土の

土産・・・？） 
 
６月１２日  小島 
合唱祭で 
昨日の県合唱祭は大変お疲れ様

でした。最後まで客席で聴いていた

ら、伊黒さんの姪御さんから声を掛

けられました。「叔父が居なくて寂

しく、涙が出ました。でも大変良か

ったですよ。来年の新曲発表が楽し

みで待ち遠しいですね。」 
私は今年の合唱祭もフルトンが

一番人気だったと思っています。１

曲目の団歌から拍手を頂いたりし

たのは、若しかしたらフルトンだけ

だったのではないでしょうか？ 
 
６月１６日  立山 
九大コールアカデミーＭＬに、下

記のようなメールがありました。 
 
> 佐竹３５期Ｂ２です。 
引き続き須賀敬一先生の合同練習

が、福岡練習（８月１９日土）、宮

崎練習（９月２日土）、熊本練習（９

月３日日）がそれぞれ１３：００～

１７：００に計画されています。

「心の四季」の詩の内容とハーモニ

ーにしびれながら練習をしていま

す。 
 
> ５１B2 竹田津です。JAMCA 大

分のための８月１９日（土）の合同

練習は九州フレッシュメンコアが

サポートさせていただきます。パピ

オビールームで１３：００～１８：

３０までの枠を抑えています。その

後、須賀先生を囲み飲みニュケーシ

ョンの予定です。奮ってご参加とい

うか登録をお願いします。もう締め

切ったのかなあ？？？ 
 
「その後 須賀先生を囲み 飲

みニュケーションの予定です」のと

ころが気になりますが、宮崎練習

（９月２日土）では考えなくてよい

でしょうかね？？。皆さんのご意見

を聞かせていただけると幸甚です。 
 
６月１６日  小島 
飲みニュケーションの件ですが、

先日の大分合同練習の際に須賀先

生から「宮崎に行ったら、地鶏と焼

酎川越がある」とおっしゃっていま

した。焼酎川越の方は曽根さんの世

話で１升瓶が定価で手に入りまし

たので、これを皆で一晩で空けなけ

ればなりません。現在は私の家の床

の間に鎮座して、９月まで飲まれる

のを待っているようです。 
それで美味しい地鶏があって、持

込がある程度できる場所を探す必

要があります。まだ先の話ですが、

どなたかお世話をしていただける

方はいらっしゃいませんか？私自

身が、別府では荒川さんと遅くまで

須賀先生や川瀬さん、南蛮コールの

麻生さんなどとホテルの部屋で２

次会をしたものですから、そのお返

しもしたいのです。 
私は朝の帝王ですが、夜の帝王の

○○さん（って誰）、よろしくお願い

します。 
それと熊本か福岡の練習に参加

できる人はいないでしょうかね。大

分組は何人か追っかけで須賀先生

について行くような勢いでしたの

で、フルトンからも有志を募りたい

と思っています。地元でのノミュニ

ケーションの翌朝で、頭が上がらな

くなっていたら困りますけどね。 
福岡練習 日時 8 月 19 日(土)  

13:30～17:00（集合 13：00 
場所 福岡市パピオビールーム 
 
熊本練習 日時 9 月 3 日（日)  
13:30～17:00（集合 13：00） 
場所 熊本県立劇場 

 
６月１８日  渡辺 
サッカーワールドカップのニュ

ースを見ていたらクロアチアの横

断幕に「U・Ｂｏｉ」と書いてあり

ました。最近歌っていなかったので、

なつかしい言葉でした。以前、ＭＬ

でもこの曲について出ていました

が、歌ったことのない方も増えてき

ましたので再掲します。（本家本元

の関西学院グリークラブのホーム

ページです）  
http://www.kg-glee.gr.jp/uboj/index.
html 
 
６月１８日  住谷 
皆様、こんにちは。ご無沙汰して

おります。私も見ていましたよ！Ｕ 

Ｂｏｊはたしか「突撃」だったと思

います。オペラのエンディングで、

オスマン軍に包囲されたクロアチ

ア市民が城門を開いて打って出て、

全滅するというストーリーで、その

時クロアチア人が歌ったのがこの

歌だったと記憶しています。 
今夜は日本が「Ｕ Ｂｏｊ」され

ちゃうかもしれませんね… 
私は４月の定演で、パレストリー

ナの「エレミヤ哀歌」、「花に寄せ

て」、「DO IT A CAPPELLA」

を歌って以来（これが事実上の北村
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先生の追悼コンサートになりまし

た）、また少し合唱から遠ざかって

います。 
 

６月１８日  荒川 
源田俊一郎先生の合同合唱指導、

お疲れさまでした。町田市にお住ま

いの安倍さんも４日に先生の指導

を受けられ、１１日の定演で男声合

唱「ふるさとの四季」を歌われたと、

事前に聞いておりました。 
９月２日、飲みニュケーションの

こと。いろいろ意見が飛び交っ

て・・・・いないようですね。立山

団長・小島さんには、ご配慮ありが

とうございます。小島さんといっし

ょに別府でお世話になった者とし

て、遠方から指導においでいただく

方々と歓談の場所を是非、設けたい

ですね。朝・夜を問わず、帝王さん

よろしくお願いします。幸い入手困

難な銘酒「川越」も鎮座ましますそ

うですから。 
※熊本合練行けるとよいですが、

二日酔いの恐れありですね。 
 

「Ｕ Ｂｏｙ」について 
「ニホン」も「Ｕ boj 」も、とも

に譲らず緊迫した好ゲームを展開

しましたね。サポーターの胸マーク

にも「Ｕ boj 」を確認しました。

結果として待望の勝ち点１も獲得

しましたし、「ニホン」は思ったよ

りも善戦したと思います。文字通り

互角で引き締まった試合内容は実

に面白く、静か～にＴＶ観戦の９０

分間でした。 
 
６月１９日  梅田 
 昭和５９年１月２８日、今から２

２年前ですね、２７歳の私は国際協

力の案件で海外出張を命ぜられ、ユ

ーゴスラヴィアに向かいました。地

を這う鉄道を愛する私は、それまで

外国に行ったことはありませんで

した。私が生まれて初めて降り立っ

た外国の地は、ユーゴスラヴィアの

ベオグラードでした。大使館に挨拶

をして翌日協力案件の現地に向か

いました。そこはザグレヴ、今のク

ロアチアの首都なのです。 
２月５日まで８泊９日、ザグレヴ

に滞在しました。１週間近くの遅々

としたやりとりの末、ザグレヴ大学

公衆衛生学大学院アンドレア・シュ

タンパー校への機材供与案件の打

ち合わせもあらかたまとまりまし

た。明日はザグレヴを離れるという

晩、相手方の中心となる教授の家に

招かれました。そこで、ウ・ボイと

いうのはこちらの国でどのように

知られているのかと思い、尋ねてみ

ました。（下記のやりとりはたどた

どしい英語で行われました。あちら

も英語は外国語でクロアチア語が

母国語ですからお互いチョボチョ

ボなのです。） 
「私は一つだけクロアチアの歌

と言われているというのを知って

いる。この歌をあなた方は知ってい

るか。」「そんなら歌ってみろ」「歌

詞も正しいものかどうかわからな

い。メロディーも正しいものかどう

かわからない。私はバリトンでつい

ぞメロディーを歌ったことがない

から」「とにかく歌ってみろ」 
「ウ・ボイ、ウ・ボイ、マッキス

トッカ、ブラッチョ、ナクユンチヤ

カコムレモニ」「素晴らしい。なぜ

おまえはこの歌を知っているのだ」 

「日本の男声合唱団で、この歌を歌

えないのはモグリだと言われるほ

ど、有名な歌である。」「日本人は皆

知っているのか」「いや、それは違

う。男声合唱をやっている人間だけ

だ。（声が小さくなる）ところで、

クロアチアの人は皆知っているの

か」「当然だ、皆知っている」「どの

ような歌だ」「目出度い時や、お祝

いの時とかに歌うことがある。オペ

ラの幕開けの歌だ」「今も皆歌うの

か」「そう言う訳ではないが、皆知

っている。」という話題で結構盛り

上がりました。 
翌年、ザグレヴ大学の人たちが日

本に来たときのおみやげに早稲田

大学のグリークラブアルバムから

「ウ・ボイ」の入っているものを一

枚、おみやげにお送りしました。 
「第一次世界大戦の後に、極東ロ

シアから帰るクロアチアの船が、神

戸に立ち寄った。その船員たちが関

西学院大学の学生たちと宴会を持

ったときに”ウ・ボイ”が歌われた。

日本の学生たちはこの曲にいたく

感動し、この大学の合唱団に伝わっ

た。この曲はほかの合唱団にも愛さ

れて、今や日本の男声合唱団の中で

は最も知られ、歌われている曲にな

っている」と説明しました。 
註：関学のサイトを見るとチェコ

の船になっていますが、第一次世界

大戦時はチェコという国はありま

せんし、チェコは内陸の国なので艦

隊があること自体が不思議なので

す。 
Ｐ．Ｓ． 
私は一途な鉄道少年でしたので、

２８歳のこの出張の時、初めて飛行

機に乗りました。先輩に、飛行機の

乗り方、すなわちキップを搭乗券に

代えてというところから教わった

ことを覚えています。初めて乗った

のがフランクフルト行きのビジネ

スクラスでした。最初に楽を覚える

といけませんね。国際線のエコノミ

ークラスは出張が決まった時から

憂鬱になってしまいます。 
 
６月１６日  甲斐 

 「２００６ワールドカップ」から

「ウ・ボイ談議」へと面白いお話し

が次々に飛び込んできています。楽

しいですね。私の場合は、立命メン

ネル時代に歌っていた「ウ・ボイ」

の歌詞が、その後何年か経ってから

本家である関学グリーの再調査に

よって改正されたために、その「改

正版の歌詞」を覚え直すことが出来

ずに今もって「当初の歌詞」でしか

歌えないという悲しさです。 

今はどこに行ってもおそらく「改正

版の歌詞」しか通用しないのではな

いかと思われますので、何時かは大

変ではありますが「改正版」に切り

替えないといけないでしょうね。 

 

６月１９日  梅田 

甲斐さんへ 

  ウボイの歌詞についてはそうで

もないようですよ。いろいろな方々

というか合唱団の状況を調べられ

たほうがいいと思います。すべての

合唱団が新しい歌詞というか本物

の歌詞で歌っているわけではない

ようですよ。 

 

 ６月２０日  甲斐 

梅田さんへ 

  ご意見ありがとうございます。大

学の後輩達(OB)は当然のこととは

言え随分前から「改正版」を使用し

ているので、私の感触としては今は

どこでも完全に切り替わっている

ものとばかり思っていました。 

１０月の「ＪＡＭＣＡ大分」の折

にでも他団のみなさんに聞いてみ

ましょう。 
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ホームページ訪問感想 
５月２９日  滋賀男声：森さん 

荒川さま、小島さま、滋賀男声合

唱団の森です。といっても覚えてい

らっしゃらないとおもいますが・・。

別府での練習に参加した者です。 
じつはわたしも荒川さまの名刺を

いただいたのですが、いささか酔っ

ていましたのでよく・・・というよ

り全然覚えていません。ごめんなさ

い。でも「フルトン」の名の由来は

キチント覚えています。 
帰路、大分空港で須賀先生と同じ

飛行機でした。でも、練習はよかっ

た。あとは、大変疲れて 2 日ほどは

時差ボケ状態でした。 
9 月１７日には関西練習です。わ

たしの住んでいる滋賀県の野洲市

で行います。8 月 9 日には大阪の「い

ずみホール」で典礼聖歌を、そして

9 月 2 日には我が滋賀男の定期演奏

会をびわ湖ホールで行います。次回、

大分での練習と本番でそして懇親

会では酔わないうちに会いましょ

う。 
わたしはセカンドテナーです。 

合唱団の皆様にもよろしくお伝え

ください。 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

宮崎日日新聞（５月１４日）より 

第１１回 宮崎国際音楽[３]演奏会

「オーケストラの色彩」 
世界トップと一体 

合唱団協演、豊かな響きで 

「合唱王国」の実力をアピール 
５月１３日（土）宮崎県立芸術劇場 アイ

ザックスターンホール 
モーリス・ラヴェル作曲 
 バレエ音楽「ダフニスとクロエ」指揮：

シャルル・デュトワ 
演奏：宮崎国際音楽祭管弦楽団 
合唱指導：岩村 力 
合唱：宮崎国際音楽祭合唱団（１４９名）

二期会合唱団・フルトン男声合唱団（７名）

ほか 
第１１回宮崎国際音楽祭の演奏会「オー

ケストラの色彩」は１３日、宮崎市の県立

芸術劇場アイザックスターンホールであ

った。地元の合唱愛好家を中心に結成した

同音楽祭合唱団（１４９人）が、世界のト

ップアーティストと協演。体全体を使った

清らかな歌声と迫力あるオーケストラの

ハーモニーがホールを包み込み、感動的な

ステージを繰り広げた。 

地元合唱団の参加は昨年に続き２度目。

今年は宮崎学園高校と妻高の合唱部、宮崎

女子短大、パタタ・ドルチェの県内女声４

団体（９２人）と、プロの二期会（東京都）

メンバーと地元の男声コーラス５７人で、 

 
（宮崎日日新聞より転載画像） 

合唱団を構成。４月末から合同練習を重ね

てきた。 

合唱団は同日最後の曲で宮崎初演のバ

レエ音楽「ダフニスとクロエ」（全曲版）

で登場。シャルル・デュトワさんの指揮の

下、総勢１００人のオーケストラとともに

抜群の音量感と豊かな響きを披露。聴衆か

ら大きな拍手と喝采を受けた。 

終演後、デュトワさんは「とても素晴ら

しいステージだった。来年も県民と一緒に

やれたらいい」、合唱指導に当たったＮＨ

Ｋ交響楽団アシスタントコンダクター岩

村力さん（４６）は「集中して伸びやかに

歌うことができた。特に女声のレベルがと

ても高い」と絶賛。 

合唱団に参加した宮崎学園高校合唱部

部長の日高悠里さん（１７）は「これから

始まる合唱コンクールにつながる貴重な

経験になった」と興奮気味に話した。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

毎日新聞宮崎支局長のコラム 

だれやみ評論「生演奏かＣＤか」 
＊毎日新聞（５月２２日）より一部を転載 

１４日のリハーサルがすべて終わった

時、指揮者のシャルル・デュトワがしんみ

りと言った。「君たちと、この音楽を共有

できる私は幸せだ。本当にありがとう。今

日は頑張ろう」。楽団員から一斉に拍手が

起こった。開演１時間前の光景である。 

「ダフニスとクロエ」はオーケストラ単

独の演奏が普通で、合唱付きの実演を聴く

機会はめったにない。今回は宮崎学園や妻

高校の女生徒など１５０人の混声合唱隊

が加わり、目もくらむような音響絵巻を繰

り広げた。最後の音が消えて行った時「こ

の音楽は二度と再生できないのか」と少し

悲しくなった。 

この先死ぬまでの間に、この曲の合唱付

きの実演を聴く機会があっても、果たして

これほどの音と出会えるかどうか。何しろ

ラベルの指揮では世界屈指とされるデュ

トワ本人が「私がこの曲を振った中で最高

の演奏だった」と言うのだから。 

合唱！それは心のメッセージ！ 

第５３回 宮崎県合唱祭 
宮崎県立芸術劇場アイザックスタ

ーンホール ６月１１日（日） 

今年の梅雨は気温もあまりあが

らず比較的快適な気候の中で、「宮

崎県合唱祭」が開催されました。 

県内各地から今年は３２団体が

出場、宮崎大学付属中学校や日向学

院中等部のお世話で行われました。 

フルトン男声合唱団は、全体の２

７番目に登場して４０名が出演し

ました。 

演奏曲 

・ フルトン男声合唱団団歌 

・ フェニックス・ハネムーン 

・ Sing Along 

団歌の演奏の後すぐに拍手が自

然に頂いて、歌っていた私たちもち

ょっと驚きました。演奏終了後、客

席である人から「フルトンの演奏は

いつも楽しいですね。来年の委嘱作

品発表会が楽しみです」と声を掛け

られました。下の画像は最後に演奏

した全体合唱、「大地讃頌」の会場

の様子 

 

 
 

参加した団体の中で、演奏者が 

４０名を超えていたのは、フルトン

男声合唱団、宮崎はまゆうコーラス

（４８名）、宮崎学園高校合唱団（５

８名）、シニア混声舞鶴チャーミン

グコール（４３名）の４団体でした。 

今年もいろんな団体の演奏を楽

しみましたが、中でも中学生や高校

生の演奏は楽しそうな演奏で、選曲

も工夫されていました。２０年程前、

フルトンが「お祭りだから」と楽し

い曲で魅了してきたのが、少し定着

してきたかもしれませんね。 

最後に演奏した「宮崎はまゆうコ

ーラス」の「琵琶湖周航歌」は、工

夫を凝らした衣装で琵琶湖のさざ

なみを表現した楽しいものでした。 

来年は今年１１月に新しい施設

が誕生する都城が会場になるとい

うことで、楽しみです。 


